
令和５年２月 加茂市長定例記者会見 

令和 5年 2月 3日（金）10:00～ 

 

 

内 容 

 

１．大学生等保護者生活支援金の支給・・・・・・・・・健康福祉課 

 

 

２．第 11回 KamoRG演技発表会・・・・・・・・・・スポーツ振興課 

 

 

３．「加茂紙」の新潟県伝統工芸品認定・・・・・・・・・社会教育課 

 

 

４．第 57回 雪椿まつり ・・・・・・・・・・・・・・商工観光課 
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令和５年２月 加茂市長定例記者会見 

Ｒ５．２．３（金） １０：００ 

 

 

１ 大学生等保護者生活支援金の支給について 

 

新型コロナウイルス感染症が長期化する中、燃料費や食料品などの

物価が高騰しているため、加茂市では、大学生等を養育する保護者の経

済的負担の軽減を目的として、養育する大学生等 1人あたり 60,000円

を支給いたします。 

対象者は、平成 16年 4月 1日以前に生まれた大学生等を養育する保

護者で、加茂市の住民記録台帳に令和 5 年 1 月 1 日から申請日まで継

続して記録されている方で、約 531人の支給を見込んでいます。 

大学生等とは、大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校、

職業能力開発学校、予備校等に在学する学生です。 

但し、高校生に相当する高等専門学校の 1 年生から 3 年生までの学

生及び給料が支給される特定の大学校、例えば海上保安学校や防衛大

学校などの学生は含みません。 

対象となる方は、市のホームページ、健康福祉課の窓口にある申請書

により申請してください。申請書に、養育する大学生等の在学証明書ま

たは学生証の写し、申請者の本人確認書類の写し、振込先の通帳の写し

などを添付して、3 月 17 日までに健康福祉課の窓口へ持参していただ

くか、郵便やメールの送付によりご提出ください。受付後、順次支給い

たします。 
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２ 第 11回ＫａｍｏＲＧ演技発表会について 

 

2月 19日の日曜日に加茂勤労者体育センターにおいて、第 11回Ｋａ

ｍｏＲＧ演技発表会を開催いたします。 

平成 22年から活動している新体操クラブのＫａｍｏＲＧでは、練習

の成果を披露する演技発表会を、毎年 2 月に勤労者体育センターで開

催しています。新型コロナウイルス感染症の影響で練習ができない期

間もありましたが、一年間の総まとめとして新体操教室の就学前園児

から中学生の各クラスが精一杯演技します。 

また、選手クラスや高校生ＯＧの演技、加えて、今年は東京女子体育

大学の秋山エリカ先生を 3 年ぶりにお迎えし、同大学新体操競技部の

選手による演技披露を予定していますので、こちらも是非ご覧いただ

きたいと思います。 

 

 

３ 「加茂紙」の新潟県伝統工芸品認定について 

 

令和 5年 1月 20日付で「加茂紙」が新潟県伝統工芸品に指定されま

した。 

これは、昨年度に創設された制度で、新潟県内において、歴史と風土

に培われ、県民生活の中で長年育み、受け継がれてきた工芸品に対して

指定されるものです。昨年度は 11品目が指定され、今年度は「加茂紙」

を含む 3品目が指定されました。 

今回「加茂紙」が指定されたことにより、伝統工芸品としての知名度

向上と交流人口の拡大に繋がるよう、より一層ＰＲしていきたいと思

います。 
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４ 第 57回雪椿まつりについて 

 

先日開催された雪椿まつり実行委員会総会において、今年の雪椿ま

つりの事業計画が決定しました。コロナ禍で縮小してきた祭りの内容

を見直し、今年は盛大に開催いたします。 

開催期間は、4月 2日 日曜日から 5月 7日 日曜日までです。コロナ

禍で実施したデジタルスタンプラリーに加え、今回初の試みとして、雪

椿園のライトアップやマルシェ、市民参加型のステージイベント、謎解

きイベントなど、盛りだくさんの内容となっています。 

また、加茂暁星高校の生徒さんたちによるプロジェクションマッピ

ングも計画していますので、これまでにない“昼も夜も楽しめる祭り”

となっています。 

詳細については、今後専用ホームページやツイッターなどで発信し

ていきますので、楽しみにお待ちいただきたいと思います。 

 






